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■  技術概要

：コミュニケーションロボット開発支援装置

ロボット開発支援装置

ロボットにロボット自身が行う基本的な動作、行動を植えつける
ための開発支援装置

ロボット、特に人間とのコミュニケーションを主体とする動作を行うコミュニケーショ
ンロボットにロボット自身が行う基本的なコミュニケーション動作や行動を可視的な
手段を用いて植えつけてコミュニケーションロボットを完成する。

本発明によれば、コミュニケーション動作、行動を可視的な手段を用いてロボットに
植えつけることができるので、熟練を要することなく、容易にコミュニケーションロ
ボットの開発を行うことができる。

コミュニケーションロボットが行うコミュニケーション動作、行動を上位のメインシーケ
ンスと下位のサブシーケンスとに階層化し、上位のメインシーケンス３２４と、下位の
サブシーケンス３２０とを表示画面３０２に個別に可視表示すると共に、それぞれの
表示画面３０２に行動モジュールを示すビヘイビアアイコン３０４を表示してそのアイ
コン間を連結して行動モジュールの実行順序を示す遷移線３０６に基づいてメイン
シーケンスとサブシーケンスとを個々に作成する。


